
今後の計画についての議論のまとめ 
 

全資料目録の完成予定 

 現在（2014 年 7 月末）の段階で第三研究室の資料まで目録化がすすんでいる。あと第四

研究室、第一観測室（１階）、第二観測室（1 階、2 階、３階）分が残されており、全体の

およそ三分の一の分量と見積もれるので、この調子ですすむと来年の３月くらいには全資

料目録ができあがる予定である。目録は適当な部数を印刷し、必要とする機関に配布する。

しかしこうした目録の大事なことはオンライン検索が容易にできることにあり、そのため

に適当なサイトで公開することを考えている。 

また完成した時点で山本章氏と花山天文台長の間で目録の贈呈式を行い、山本天文台資

料の京大への寄贈についての正式契約をとりかわすつもりである。2011 年の時点では、寄

贈品の目録がなく口約束での契約であった。名目上は花山天文台に寄贈され、理学研究科

中央図書室の管理のもとにあることになっている。なお古星図 3 点（『天文図』、『天文成象

分野之図』、『天文成象』）については、その修復を近い将来大学の予算で行うための申請に

必要なことから、別箇にリストをつくり正式の寄贈契約書がすでに交わされている。この

三資料については附属図書館の機関誌『静脩』（2014 年 10 月号）に紹介記事を書いた。 

 

国立科学博物館、天体望遠鏡博物館等との連携 

 明月記展との連携については資料の開陳に全面的に協力することでのぞむことになった。

先に長野県の坂井義人氏から花山天文台に寄贈されたカルバー46cm 反射赤道儀も同展に

展示することになり、その組立・会場搬入について西村製作所および天体望遠鏡博物館の

村山昇作氏にご協力をいただくことになった。実際、7 月 27 日に行われた足場の悪い花山

天文台太陽館倉庫からの搬出と西村製作所への搬入においては、村山氏の声かけで日本サ

ルベージの社員の方々がボランティアで作業にあたってくださった。その後、西村製作所

工場での組み立てには同社の社員の方々の創意により、1927 年に花山天文台に設置された

当時のすがたで復元がなされた。さらに特別展オープン直前の 8 月 30 日には西村製作所と

日本サルベージの方々のご協力により、2 階の展示場に搬入し、やぐらを組んでの組み立て

作業により、すばらしい展示が完成したのであった。 

 歴史的な望遠鏡についてそれらを所蔵する関係機関がたがいに協力しあって保存・公開

を進めてゆく方向性については前年度から国立科学博物館とも話しあってきたが、今回非

営利法人として設立された天体望遠鏡博物館との協力関係もつくっていくことになった。

カルバー望遠鏡については今回の明月記展での展示が終了後、再来年度オープンする予定

の天体望遠鏡博物館にしばらくの期間おあずけして展示・公開に利用してもらうことにな

った。花山天文台の博物館構想が実現した時点で、花山天文台にもどし主要展示物として

利用することになる。また国立科学博物館でも天体望遠鏡関連の企画が行われる際にはそ

ちらでも利用していただくように協力する約束である。この協力関係は 3 機関のあいだの
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一時的なものではなく、歴史的な望遠鏡の次の世代への継承を目的として、協力組織を増

やしながら、かなりの長期間のことをみこしての議論もしつつ維持してゆくことになるだ

ろう。 

 

『山本一清伝』執筆・出版計画 

 山本先生の多方面にわたる活躍の資料が大量に残されており、それらを読み解き、先生

のお考えになったことをできる限り正確を期し、記して将来につたえるという事業は、非

常に困難を極めることは予想がついている。ひとまず次のような章立てにて評伝の執筆を

考えている。 

第1章 生い立ちと学業 

第2章 キリスト教 

第3章 天文学研究 

第4章 天文学普及 

第5章 社会活動 

あとがき 未来への伝言 

内容が多岐にわたることになり、一人の執筆者の手に負えるものではない。すでに何人

かの方に分担執筆の手をあげていただいているのは心強いことである。東亜天文学会が数

年後に創立百年を迎えることもあり、同会との連携もはかってゆきたい。しかしきちんと

した評伝にするためには、全体の文章の構成内容についてかなりつっこんで手をいれる必

要があり、それは冨田がおこなうこととした。全体は A5 版、500 ページくらいになるだろ

う。出版予定は 2017 年 3 月を期している。費用捻出についてはあらかじめ購入希望の予約

をとるかたちですすめたいと考えている。 

 

A.D. Andrews, Cyclopaedia of Telescope Makers, Irish Astron. J., vol.20, no.3, 1922 より
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